
佐世保市の財源（平成26年度）

自民党市民会議だより
佐世保市議会議員 特集市岡ひろみち

待ったなし！行財政改革

【平成25年度一般会計決算状況】
 予算　　　 1,240億円
 決算　歳入 1,189億円
 　 　(予算比▲10億円 ※1、前年度比△45億円)
 　　　歳出 1,154億円
 　 　(予算比▲41億円 ※2、前年度比△42億円)
 　形式収支　　35億円
 　実質収支　　31億円
       単年度収支       ▲3.2億円
       実質単年度収支   ▲5.4億円

【平成26年度一般会計予算状況】
 予算　歳入1,117億円      (前年度比△72億円)

【累積収支】
 財政見通し(平成26年～33年度)  ▲166億円
 収支改善効果　　　　　　　　　　115億円
 財政計画　　　　　　　　　　　▲ 51億円

【単年度収支】
 最終年度(合併算定替終了後)
 平成33年度　　　　　　　　　　▲ 18億円

               　※1、※2は繰越を除いた実質比較

【
現
状
】

一
般
会
計
収
支
は
黒
字
、
市
債
残
高
は
減
少
、
財
源

調
整
2
基
金
の
実
質
的
な
残
高
は
増
加
。

健
全
化
判
断
比
率
は
「
健
全
」
で
あ
る
。

【
将
来
に
残
る
問
題
点
】

①
歳
入
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

②
社
会
保
障
費
の
自
然
増
な
ど
に
よ
る
収
支
不
均
衡

　
が
拡
大
し
て
い
く
。

③
繰
越
が
な
け
れ
ば
単
年
度
収
支
不
足
に
陥
る
。

④
改
革
改
善
を
進
め
て
も
平
成
2
6
年
度
か
ら
平
成

　
3
3
年
度
ま
で
の
8
ヵ
年
の
累
積
収
支
は
約
5
1

 
億
円
の
収
支
不
足
に
な
る
。

⑤
合
併
財
政
支
援
措
置
の
効
果
が
大
き
く
収
支
が
安

　
定
的
と
言
え
な
い
。

　
※
合
併
算
定
替
終
了
は
平
成
3
3
年
度
。
収
支
見

　
通
し
は
単
年
度
で
1
8
億
円
の
収
支
不
足
。

⑥
市
民
、
職
員
の
受
け
止
め
方
に
、
本
当
に
危
機
感

　
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

【
改
革
の
現
状
】

（
第
一
段
階
）
資
産
及
び
基
金
を
活
用
し
た
新
た
な

財
源
確
保
と
共
に
、
行
政
評
価
を
活
用
し
た
事
務
改

善
や
民
間
委
託
等
の
推
進
な
ど
内
部
努
力
に
よ
る
行

政
運
営
の
効
率
化
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

（
第
二
段
階
）
公
的
関
与
の
支
店
に
よ
る
全
事
務
事

業
の
総
点
検
や
戦
略
的
資
産
活
用
な
ど
さ
ら
な
る
歳

出
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を

行
う
。

※
第
三
段
階
と
し
て
、
更
に
改
革
改
善
の
追
加
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
必
要
。

平
成
2
6
年
9
月
議
会
に
お

い
て
、
行
財
政
改
革
等
に
対

す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

１
財
政
に
つ
い
て

２
防
災
行
政
に
つ
い
て

３
交
通
事
業
に
つ
い
て

特
に
、
今
後
の
財
政
に
つ
い

て
は
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
早
急
に
有
効
な
改

革
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

今
回
は
、
「
待
っ
た
な
し
!

行
財
政
改
革
」
と
題
し
て
佐

世
保
市
の
財
政
問
題
と
行
政

改
革
の
課
題
を
取
り
上
げ
ま

す
。

政務活動調査報告
２０１４年１１月号

※
合
併
算
定
替

合
併
か
ら
1
0
ヶ
年
度
は
合
併
し
な
か
っ
た
場
合

の
普
通
交
付
税
を
全
額
保
証
。
そ
の
後
5
年
間
で

激
変
緩
和
。



【
財
政
再
建
事
例
･
夕
張
市
】

１
総
人
件
費
の
大
幅
な
削
減

　
①
総
職
員
数
2
6
9
人
→
1
0
3
人

　
②
給
与
水
準
引
、
手
当
の
引
下
げ

２
事
務
事
業
の
抜
本
的
見
直
し

　
①
市
民
生
活
に
必
要
な
最
小
限
の
事
務
事
業
以
外

 
 
は
中
止
･
縮
小

　
②
補
助
金
の
支
出
は
原
則
取
り
や
め

　
③
経
常
的
経
費
は
必
要
最
小
限

　
④
投
資
経
費
は
真
に
必
要
な
事
業
以
外
行
わ
な
い

３
観
光
事
業
の
見
直
し

４
病
院
事
業
の
公
設
民
営
化

５
施
設
の
統
廃
合

　
①
集
会
施
設
、
体
育
施
設
は
必
要
な
も
の
を
除
き

　
　
休
廃
止

　
②
小
中
学
校
を
統
廃
合
し
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

６
歳
入
の
確
保

　
①
市
税
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
上
限
の
税
率

　
②
施
設
使
用
料
の
引
上
げ
、
ご
み
処
理
有
料
化
、

　
　
徴
収
対
策
の
強
化

【
佐
世
保
市
が
収
支
不
足
に
な
っ
た
場
合
の
想
定
】

夕
張
市
の
対
策
を
佐
世
保
市
に
置
き
換
え
た
場
合
、

次
の
様
な
対
策
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

１
財
政
規
模
の
適
正
化
（
廃
止
又
は
縮
小
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
く
な
る
事
業
）

　
①
敬
老
･
福
祉
特
別
乗
車
証

　
②
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
運
営
事
業

　
③
保
育
料
の
減
免
措
置

　
④
浄
化
槽
補
助
に
対
す
る
市
単
独
上
乗
せ
補
助

　
⑤
水
産
セ
ン
タ
ー

　
⑥
企
業
立
地
奨
励
事
業

　
⑦
動
植
物
園

　
⑧
小
学
校
事
務
補
助
員
設
置
交
付
金

　
⑨
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

２
新
た
な
財
源
の
確
保

　
①
減
免
措
置
の
解
除
（
保
育
所
・
道
路
な
ど
）

　
②
財
産
の
利
活
用

　
③
受
益
者
負
担
の
増
大

　
④
超
過
課
税
も
含
め
た
市
税
負
担
増

３
人
件
費
削
減
（
定
数
、
給
与
費
、
手
当
な
ど
）

　
こ
の
様
な
対
策
を
急
激
に
行
っ
た
場
合
、
市
民
生

活
に
与
え
る
負
担
、
経
済
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知

れ
ず
、
ス
パ
イ
ラ
ル
（
悪
循
環
）
に
陥
る
可
能
性
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
と
経
済
へ
の
負
担
が
出
来
る
だ
け
軽
く
す
む

よ
う
に
、
有
効
な
対
策
を
早
急
に
実
行
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

【
対
策
提
案
】

○
財
政
状
況
の
周
知
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
危
機

　
感
を
共
有
す
る
す
る
た
め
に
も
給
与
カ
ッ
ト
も
手

　
段
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

○
外
部
専
門
家
を
入
れ
た
改
革
会
議
が
必
要
で
は
な

　
い
か
。

（
市
長
）
今
後
、
第
３
段
階
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
水
準
の
調
整
に
取
り
組
む
。
受
益
者
負
担
の
見
直

　
し
や
施
設
再
編
な
ど
市
民
に
痛
み
を
伴
う
改
革
に

　
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
専
門
的
視
野
を
持
つ
外
部

　
観
点
か
ら
の
事
業
見
直
し
も
必
要
と
考
え
て
い
る

　
。
私
を
含
め
、
市
職
員
全
員
が
「
待
っ
た
な
し
の

　
改
革
」
に
取
り
組
む
。

○
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
、
財
産
（
学
校
、
住
宅

　
、
道
路
等
々
）
売
却
を
含
む
利
活
用
を
行
う
、
不

　
動
産
業
務
専
門
部
署
の
設
置
を
提
案
す
る
。

（
行
革
推
進
局
長
）
資
産
活
用
推
進
会
議
の
も
と
、

　
公
有
財
産
を
総
合
的
・
一
元
的
に
管
理
し
た
上
で

　
利
活
用
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
各

　
所
管
部
署
に
お
い
て
対
応
す
る
。

　
現
行
の
管
理
運
営
体
制
と
の
比
較
・
検
証
を
通
じ

　
、
実
効
性
・
業
務
の
効
率
性
を
勘
案
し
な
が
ら
、

　
有
効
な
組
織
体
制
の
構
築
の
検
討
を
行
う
。

○
改
革
を
進
め
る
に
は
行
革
推
進
局
を
市
長
直
属
の

　
部
局
と
し
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

　
い
か
。

【
後
記
】

　
佐
世
保
市
は
最
大
の
大
地
主
で
あ
り
、
最
大
の
遊

休
資
産
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
民
間
売
却
を

含
め
た
活
用
を
行
う
事
は
売
却
・
賃
貸
益
以
上
に
税

収
に
直
結
し
財
源
確
保
の
有
効
な
手
段
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
財
源

を
作
る
に
し
て
も
改
革
を
進
め
る
に
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
の
枠
を
超
え
た
、
発
想
と
手
法
が
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
合
併
算
定
替
が
終
了

す
る
『
平
成
３
３
年
』
ま
で
６
年
の
猶
予
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
っ
と
い
う
ま
で
す
。
今
回
の
一
般
質
問

答
弁
を
通
し
て
、
感
じ
る
の
は
「
ま
だ
ま
だ
認
識
が

甘
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
状

は
題
し
て
い
ま
す
と
お
り
『
待
っ
た
な
し
！
』
の
状

況
で
す
。

　
今
回
、
も
う
一
つ
質
問
を
行
っ
た
、
『
公
共
交
通

の
あ
り
方
』
も
含
め
て
、
行
財
政
改
革
を
早
急
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
指
摘
・
提
案

を
続
け
て
い
ま
い
り
ま
す
。


